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牛の異常産防除に関する研究  

遠畑 亮・開口 博・中野房次・稲葉右二■  

観点から研究中であったので，この協力を得て本  

試験を実施した＿ なお，今回の流死産発生状況は  

蓑1に示す通り約4ケ月間に4頭であった．胎児  

は娩出時簡単な剖検を行い家衝試にも送付したが，  

いずれも薯変は認められなかった．発生前の母牛  

は牛m18を除いて特別な臨床症状は示さず，概  

ね平常の健康状態を維持していた．牛‰18は3  

日前より食欲不振，発熱 鼻汁等の症状を呈し．  

その後人為的に死産児を摘出した．  

ま え が き  

48年夏季から秋季にかけて当場繋養牛に原因  

不明の早死産が相ついで発生した．従来より年1  

頭前後の流死産は当場においても経験されたが，  

特別な飼養環境の変化もなしにこのように集中的  
に多発したことはなく，伝染性病原体の感染を疑  

わしめた．幸い，農林省家畜衛生試験場ウイルス  

製剤研究室では牛の異常産に関してウイルス学的  

表1．48年7月から10月までの流早産  

名  号   の  考   

7  レディロペス  
アー／レチェメーン  36．12．17  8  48．1，13  ？  無  

ガグ丁ネスオブ  
ア「ルチヒフィ「′レド  2  48．5．12  90  る  無  

18  3  47．12．2l  9  無  慶子37，Okg死産  

6  7  48．6．4   ？  有  前回6産後  

として白血球教の測定と，ウイルス分傑材料とし  

て脱緻血の採取を行った．供試牛は2カ月に1回  

採血し（定期採血）．分離血清を抗体検索に供し  

た．これとは別に，全繋養牛について分娩時母牛  

の血清と初乳を，又初乳吸飲前（娩出直後）及び  

吸飲1～2日後の子牛血清をそれぞれ採取し，抗   

材料及び方法  

試験期間は48年11月13日より4g年9月  

30日までで，この期間中妊娠牛を常時5頭づつ  

供試した（衰2）．供託牛は毎日牛前8時30分  

検温し前日より0．5℃以上上昇したものを発熱牛   

■農林省家畜衛生試験場  
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表2．供 試 牛  
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牛帖   名  
l生年  

産 地   号   供 試 期 間  
月 日   

2   れレスタイン種系   48．1l．13－49．3．20   47．5．18   未   48．6．9  49．3．20  場 産   

3   ／′   49．3．21－49．9．30   47324   末   49．2．22  3   〝  

4   アム／ミサダー  49．5．29－49．9．30   47．4．30  末   49．3．7   5   ／′  スカイラークモテル  

5  ホルスタイン種系  47．2．21  未  48．4．26  2  ／′  

フェザンシミレード  
12  へイセンフィーールド  46．3．9  48．7．21  2  ／′  

ベスモデ／レ  
13  バークラッキー  48．11．13－49．9．30  45．3．26  2  49．1．4  4  

14  ホルスタイン種系  44．l．10  3  48．4．4  2  〝  

15  ／′  49．4．23－49．6．7  45．l．11  2  
48．9．4  神奈川県  

47．2，15入場  

19  ホープレ㌧モソ   4：i．12β  3  48．5．28  2   場産  

2（）   アムバサダーノミ－ク  ラ．ノキーーモデ／レ  49，3．8－49息21  43．9．23  3  48．1l．6  2   ／′   

2S   ンヨ／、ナジュマイマ   49．3．6－49．5．27  47．4．11  未  48．g，23  都下大島  
キーリークー  49．35入場   

29   49，8．22－49．9．30             フェザンケミレード シ′レ、一メーーレレ  47．9．5  未  49．2．15  場 産  

■（）内は分娩予定日  

体検索を行った流産胎児等は当然病原検策に供試  
する計画であったが，期間中流産なく実施されなか  

った．  

試 験 結 果   

1．定期採血時の抗体調査   

試験期間中7回．延べ35頭の定期採血を実施  

しアカバネウイルスの中和抗体検索に供した．蓑  

3に示す通り＝頭を除きすべて高い抗体価を示す  

ものはなかった．試験開始時の48年11月13  

日流死産経験牛も含め全異義牛の抗体調査を行っ  
たが，この時もすべて陰性であった．抗体陽性を  

表3＿ 定期採血時のアカバネウイルスに対する中和抗体価  

4811．13  491．16  49，3】2  49．515  d97．】9  4 98．7  498．28   

牛Nl  中和価  牛恥  中和価  牛正  中和価  牛帖  中和価  牛軋  中和簡  牛帖  中和価  牛軋  中和価   

2   く 2   2   く2   2   く 2   3   く2   3   く1   3   く1   3   ＜1   

5   ＜ 2   5   ＜ 2   12   ＜2   】3   ＜2   」   くl   4   く1   4   ＜1   

12   ＜ Z   12   ＜ 2   13   く2   】5   く2   く】   13   く1   】3   く1   

13   く2   】3   ＜2   19   く2   20   く2   14   く】   11   くl   14   くt   

19   く2   19   ＜2   28   二＞16   28   ＞16   20   く1   20   ＜1   29   ＜】  
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示した牛‰28は衰2に示す通り49年3月5日都  2．分娩時母牛及び初乳摂取前後の抗体調査  

下大島より導入しこの直後の検査で高い値を示し  期間中分娩教18回のうち16回に母子血清を  

ていることから，導入以前に抗体を獲得していた  採取し得た．これらのアカノミネウイルス中和抗体  

ものと考えられた．  価は表4に示す通りで，これも1頭を除きすべて  

蓑4．分娩時母牛及び初乳摂取前後の子牛のアカバネウイルスに対する中和抗体価  

牛  軋  27   14   3  【 4   19   2   12   

分 娩 日  48．1121  48．11．22  4 9．1．9  4 9．2．2  4 9．3．7  4 9．3．7  49．3．20  49．4．23   

分娩時母牛  ＜2   ＜2   く2   ＜2   ＜2   ＜2   ＜2   ＜2   

初乳前子牛  ＜2   ＜2   く2   く2   ＜2   ＜2   ＜2   ＜2   

初乳後子牛  ＜2   ＜2   ＜2   く：2   ＜2   く2   く2   ＜2   

牛  恨l  28   23   21   22   7   15   11   17   

分 醗 日  49．5．27  49，5．31  4 9．6，2  4 9．6．2  4 9．6．6  4 9．6．8  49．7．11  49．8．24   

分娩時母牛  ＞16   ＜2   く2   ＜2   ＜2   く2   ＜1   ＜1   

初乳前子牛  ＜2   く2   ＜2   ＜2   く2   ＜2   ＜1   ＜1   

初乳律子牛  ＞16   ＜2   ＜2   ＜2   ＜2   ＜2   ＜1   ＜1   

陰性であった．牛帖28は前記の通りであるが，   この異常産の原田が7カバネウイルスであろうと  

その子牛の抗体価の推移は初乳摂取前後で急激に  推定されていること，この血清抗体価は牛軋28  

上昇しており，初乳による移行抗体の存在を推察  を除きすべて陰性であったこと等の理由により，  

させた．なお初乳の検査については，試験期間中 実施しなかった．  

いわゆる異常産の発生がなかったこと，現時点で  3．発熱時の白血球数及び病原ウイルスの分離  

蓑5．発熱時の体温，白血球数及びウイルス分離成績  

牛   ‰  3   3   3   4   4   4   4   

年  月  日   481l．13  4 9．724  d g．731  4 984  19．7－2  4 9．7，1‘】  4 97．3l  4 9．臥7   

体  温  3呂9  3g0  39．1   388  3 9l   3 95   3 92  3 9 7   

白 血 球 数  8．4 00  4．60 0  7．6 0 0  7、7 PO  8．7 0∩  6．4 00  8100  8．5 0 0   
ウイ′Lス  乳のみマウス  （－）  （）  く）  （）  （一）  （）   （）  （）   
牛暫細胞  （）  

分 館   牛琴丸紳胞   
牛   ‰  4   5   5   12   】2   】3   Ⅰ3   l十   

年  月  日   d 98】3  dβ】1】7  481】．23  4812．2l  4 9．れt 5  dさ1l17  4も12，23  4 91－14   

体  温  11，1   384   3 82  384  4 0．8  3 86   3 89  3 9．1   

自 血 球 叡  7．10ひ  8∴Zl）C  9．3 0 0  9．35 0  人3 50  4．7 0 0  6．7（IO  7．200   
（）  （）  （－）  （－）  （）  （）  （一）  （一）  

ロ   
（－）   （－）   

牛   仙  tJ   l▲1   】4   16   】g   19   2 0   2（I   

年  月  日  4 96．l  ・196．】7  4 9 7 3  4 9．1．25  ヾ1812，22  4 913 0  4 94．3  49816   
体  温  4 03  3 9．2  39．3  3 日3  3 90   3 8S  3 9．2  3 9．5   
白 血 球 数  3．050  ・1，900  5．31）r  8．5」）（  6．2 0 0  4．9 0 0  g．200  軋50〔l   
ウイ／Llス  乳のみ1■ウス  （）  （）  （－）  （－，）  （－）   （）  （一）  （－）  
・ト腎細胞  （）   

分 熊   牛畢九紺仁陶   
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体温はデジタル電子体温計で直腸体温を検温し  

た．発熱牛は白血球数を計測し，又脱舐血を採取  

した．これは直ちに－8（∵Cに保存し適時乳のみ  

マウスの脳内に0．01mI，牛腎細胞培養及び牛  

革丸細胞培養にそれぞれ0．1mlづつ接種し，ウイ  

ルス分離を試みた．これらの成績は表5に示す通  

り．発熱してロイコペニーを示すものでも，すべ  

ての材料からウイルス分離は陰性であった．  

考  察  

昭和47年冬から48年の夏にかけて関東以南  

の西日本を中心にいわゆる牛の異常慶すなわち牛  

の流早死嵐異体形あるいは胎水睡を伴った新生異  

常子牛が発生し，その総計は約40，000余殊に  

及んだ．この時期にやや遅れて．当場繋養牛にも  

流死産が相ついで発生し，その原因の探究が急務  

とされた．一方，この試験を開始してまもなく血  

清学的な調査及びウイルス学的な調香などから，  

本病の原因は恐らく．7ルポウイルスのシソプ群  

に属する7カバネウイルスの感染によるであろう  

ことが明らかにされつつあるさ）したがって，まず  

当場供討牛について．アカバネウイルスに対する  

抗体調査を実施したが，供試牛のうち昭和49年  

3月5日大島から導入した牛恥28を除いてすべ  

てアカバネウイルスに対する抗体は陰性であった．  

このような成績から当場で昭和48年の夏から秋  

にかけて発生した原因不明の早死産は，アカバネ  

ウイルスの感染とは全く関係のない，他の原因に  

よる疾病であろうことが推察された．そこで当場  

で発生した早死産の原田がある種のウイルス感染  

に起因すると仮定した場合，牛は当然発熱と白血  

球教減少症を示すことが予測されるわけで．この  

ような推測のもとに発熱牛についてウイルス分離  

のため脱線血を採血すると同時に，白血球数の減  

少の有無を調査した．その結果，発熱しかつ白血  

球数減少症（白血球敷5，000個／ml以下）が見  

られた供託牛は延6頭で，このうち同一牛で2回  

以上の発熱と白血球教減少症が見られたものは2  

頭であった．このような成績は，この原因が微生  

物感染とくにウイルス感染であったと仮定するな  

らば．免疫学的には複数の病原体に起田するもの  

と推定されるのであるが．これら発熱時に採取さ  

れた血液からのウイルス分離はすべて陰性に終っ  

ている．従ってこのような発熱あるいは白血球数  

減少症がウイルス感染に起因したものであったか  

どうかは疑問に思われる．しかしウイルス分離が  

陰性であったとしても．はたして材料の採取時期  

あるいはウイルス分離の方法などが適当であった  

かどうかを考讃しなければならない．   

以上のことから本試験実施の契楔となった今回  
の溌早産は7カバネウイルスに起因するものでな  

いことは明らかとなったが，真の原因は不明のま  

ま残された．牛の流産の原因2）には栄養，繁潮生  

理．飼養環境等大きな要困が考えられるが，本研  

究の意とするところは早流産に対するウイルス学  

的原因究明にあった．従って感染論の立場から更  

に考えを進めれば．今回の流産はある種の病原に  

表6．過去6年間の場繋義牛流産発生数  

‾爺卜聖竺  d 3  4 4  4 5  イ 6  17  4 8  正常席数  23部  2 0  】2  12  】5  l／l  靴 度 数  l〉領  l  ■  2  l  4  糀冷発生枢  0 雅  1．8  7 7  】43  6．3  22Z   
すべての幣養牛が感染し．発症又は耐過して試験  

期間にはすでに免疫状態になっていたと言う推論  
も成り立つわけである．表6は参考までに，ほぼ  

同一飼養環境下にある過去の場内流産発生数に較  
べて今回の発生数が高いことを示している．いず  

れにしても，アカバネウイルスに対してほとんど  

の場繋養牛は抗体を獲得してないことが明らかと  
なったの‾ぐ，このウイルスに起因すると考えられ  

るいわゆる牛の異常産について今後とも注意深い  
観察が必要と考える．  

要  承勺   

1．当場繋養牛のアカバネウイルスに対する中和  

抗体調査を48年11月から49年9月まで2ケ  

月間隔で実施した結果．12頭中1頚が抗体陽性で  

あった．ただしこのl頭は49年3月大島より導  

入された牛である．  

2．試験期間中発熱と同時に白血球数減少症が見   
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られた試験牛は延6頭であった．このうち同一牛  丸細胞培養，あるいは乳のみマウスの脳内に接種  

で2回以上の発熱と白血球数減少症を示した牛は  して．ウイルス分解を試みたがすべて陰性であっ  

2顕であった．  た，  

3．発熱牛から採取した脱繊血を牛の腎臓及び琴  
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